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今
夏
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

｢

節
電｣

。
先
の
福
島
原
発

事
故
に
よ
り
七
月
一
日
政
府
か
ら
三
十
七
年
ぶ
り
に

｢

電
力
制
限
令｣

が
発
動
さ
れ
た
。
例
年
に
な
い
深
刻

な
状
況
と
な
り
東
京
電
力
・
東
北
電
力
管
内
に
あ
る
大

口
電
力
需
要
の
企
業
に
対
し
て
前
年
比
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
の
節
電
を
義
務
付
け
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
▼
こ
の

件
は
大
企
業
だ
け
で
な
く
否
応
無
し
に
私
た
ち
の
生
活

様
式
に
も
反
映
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。
殊
、
エ
ア
コ
ン

に
関
し
て
言
え
ば
従
前
は
体
感
の
趣
く
ま
ま
に
部
屋
の

温
度
を
下
げ
て
涼
を
感
じ
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
、
設

定
温
度
二
十
八
度
は
耐
え
難
い
日
も
あ
る
が
、
此
の
度

の
国
難
に
際
し

｢

が
ん
ば
ろ
う
日
本｣

の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
許
、
同
じ
気
持
ち
で
責
任
を
果
た
し
不
測
の
大
停
電

を
乗
り
越
え
た
い
も
の
で
あ
る
▼
た
わ
い
無
い
事
で
は

あ
る
が
、
一
昔
前
ま
で
は
家
中
風
通
し
よ
く
開
け
放
し

風
鈴
の
音
色
で
涼
を
取
っ
て
い
た
。
心
掛
け
一
つ
で
夏

の
風
情
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
寒
川

神
社
で
は
祈
祷
参
拝
さ
れ
た
皆
さ
ま
方
に
御
本
殿
裏
の

神
域
奉
拝
を
御
案
内
し
て
い
る
。
灼
然
な
る
裏
参
拝
所

よ
り
の
拝
礼
、
更
に
は
池
泉
回
遊
式
の
日
本
庭
園
散
策

は
流
れ
落
ち
る
瀧
の
音
の
心
地
良
さ
が
一
入
身
に
沁
み

て
く
る
。
電
力
に
よ
る
冷
風
よ
り
も
自
然
の
清
々
し
さ

は
気
力
が
甦
り
、
あ
る
意
味
願
っ
て
も
無
い
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
の
暑
さ
対
策
と
も
言
え
る
。
▼
恒
例
な
ら
ば

夏
の
風
物
詩
と
し
て
花
火
大
会
・
夏
祭
り
が
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
活
気
漲
る
今こ

の
時と

期き

、
電
力
不
足
と
言
え

ど
も
他
人
を
思
い
や
り
、
礼
儀
正
し
い
日
本
人
と
し
て

の
誇
り
を
持
っ
て
爽
や
か
に
今
夏
を
す
ご
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

(

渋)
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七
月
十
八
日

(
海
の
日)

の
早
朝
、
�
神
奈
川
県
無
形
民
俗
文
化

財
�
に
指
定
さ
れ
、
�
か
な
が
わ
の
祭
り
五
十
選
�
に
も
選
ば
れ
て

い
る
浜
降
祭
が
茅
ヶ
崎
南
湖
の
浜
に
お
い
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
御
祭
主
寒
川
神
社
を
は
じ
め
、
寒
川
・
茅
ヶ
崎
地
区
の

神
輿
三
十
七
基
が
一
同
に
集
い
勇
壮
華
麗
に
乱
舞
す
る
姿
を
一
目
見

よ
う
と
、
約
七
万
人
の
方
々
が
訪
れ
、
浜
は
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

午
前
四
時
、
寒
川
神
社
を
発

輿
し
た
神
輿
は
斎
場
で
あ
る
南

湖
の
浜
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

午
前
六
時
、
威
勢
の
よ
い
掛
け

声
と
と
も
に
南
湖
の
浜
に
着
御
。

す
べ
て
の
神
輿
が
着
御
さ
れ
た

午
前
七
時
、
浜
降
祭
祭
典
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
、
国
家
安
泰
・

五
穀
豊
穣
・
大
漁
満
足
が
祈
願

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
浜
降
祭
は
、
併
せ
て

東
日
本
大
震
災
に
て
甚
大
な
る

被
害
を
受
け
た
被
災
地
の
早
期

復
興
も
祈
ら
れ
、｢

祈
願

復

興

東
日
本｣

と
被
災
地
へ
の

思
い
を
記
し
た
社
名
旗
を
掲
げ

た
す
べ
て
の
神
輿
の
御
前
に
て
、

被
害
の
さ
ま
を
告
げ
、
一
刻
も

早
く
復
興
を
為
し
と
げ
、
一
日

も
早
く
苦
し
む
人
々
に
身
も
心

も
平
穏
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、

祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
帰
路
に
向
か

う
神
輿
が
再
び
昇
輿
さ
れ
る
と
、

南
湖
の
浜
は
担
ぎ
手
や
訪
れ
た

方
々
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
絢
爛

豪
華
な
神
輿
が
威
勢
よ
く
浜
を

乱
舞
い
た
し
ま
し
た
。

神
輿
は
正
午
に
社
頭
に
到
着

し
還
幸
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
全

て
の
神
事
が
無
事
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

��
��

��
��

��
��

��
��

		

��
��

��
��

���
���

���
���

���
��

��
��
��
��
��
��
��
		

�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�

�
	

�
�
�
�
�

浜
之
郷

鶴
嶺
八
幡
社

岡
田

菅
谷
神
社

芹
沢

腰
掛
神
社

堤

八
坂
神
社

倉
見

倉
見
神
社

一
之
宮

八
幡
大
神

西
久
保

日
吉
神
社

矢
畑

本
社
宮

円
蔵

神
明
大
神

萩
園

三
島
大
神

今
宿

松
尾
大
神

中
島

日
枝
神
社

柳
島

八
幡
宮

菱
沼

八
王
子
神
社

下
寺
尾

諏
訪
神
社

上
赤
羽
根

八
雲
大
神

下
赤
羽
根

神
明
大
神

高
田

熊
野
神
社

甘
沼

八
幡
大
神

香
川

諏
訪
神
社

中
海
岸

八
大
龍
王
神

中
海
岸

中
海
岸
神
社

本
村

八
坂
神
社

新
町

嚴
島
神
社

十
間
坂

神
明
宮

十
間
坂

第
六
天
神
社

南
湖
上
町

金
刀
比
羅
神
社

南
湖
中
町

八
雲
神
社

茶
屋
町

茶
屋
町
大
神
宮

南
湖
下
町

住
吉
神
社

鳥
井
戸

御
霊
神
社
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寒
川
神
社
で
は
浜
降
祭
の
帰

路
、
商
工
会
館
前
の
御
旅
所
に

て
、
御
旅
所
祭
を
執
行
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
は
併
せ
て
東

日
本
復
興
祈
願
祭
を
執
り
行
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
神
輿
の
前
に
て
浪

速
神
楽
�
四
方
拝
�
が
奉
奏
さ

れ
、
御
神
威
が
籠
め
ら
れ
た
鈴

の
音
が
被
災
地
に
も
響
き
渡
る

よ
う
、
誠
心
誠
意
真
心
を
込

め
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
復
興
祈
願
祭

に
は
、
寒
川
町
、
寒
川
町
商

工
会
、
寒
川
町
観
光
協
会
の

皆
様
方
か
ら
ご
賛
同
、
ご
協

力
を
頂
き
、
横
断
幕
を
掲
げ

民
謡
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
町

を
挙
げ
て

｢

元
気｣

を
東
北

地
方
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
祈

願
さ
れ
ま
し
た
。
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第
九
代
浜
降
祭
御
旅
所
神
主

鈴
木
孫
七(

孫
文)

氏
が
亡
く
な

ら
れ
て
よ
り
今
年
が
七
回
忌
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
浜
降
祭
に

併
せ
由
縁
あ
る
神
輿
が
南
湖
の

浜
へ
向
か
う
途
中
に
、
鈴
木
家

に
立
寄
り
先
代
を
偲
び
ま
し
た
。

午
前
四
時
頃
よ
り
、
鈴
木
家

の
親
族
、
そ
し
て
関
係
者
が
見

守
る
中
、
神
輿
が
次
々
と
代
わ

る
代
わ
る
立
寄
り
、
孫
文
氏
へ
、

深
い
感
謝
と
哀
悼
の
念
を
表
し

て
い
ま
し
た
。
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相
模
薪
能
開
催
に
あ
た
り
、

当
日
荒
天
の
場
合
は
、
会
場
を

寒
川
総
合
体
育
館
に
変
更
し
開

催
致
し
ま
す
。

会
場
変
更
の
場
合
は
、
左
記

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◇
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
ラ
ジ
オ

八
月
十
五
日

午
前
十
一
時
頃

午
後
十
二
時
十
八
分
頃

放
送
予
定

◇
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

�
最
新
情
報
�
へ
掲
載

尚
、
寒
川
総
合
体
育
館
へ
は
、

当
神
社
よ
り
徒
歩
約
三
分
で
す
。

[

舎
利]

[

樋
の
酒]
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本
年
四
十
二
回
目
を
迎
え
る

相
模
薪
能
が
、
八
月
十
五
日
の

終
戦
記
念
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

能

｢

巴
と
も
え｣

狂
言

｢

樋ひ

の
酒さ

け｣

能

｢

舎し
ゃ

利り｣

の
演
目
が
鎌
倉
能

舞
台
に
よ
り
演
じ
ら
れ
、
か
が

り
火
の
向
こ
う
に
能
楽
師
に
よ

る
幽
玄
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。
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平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
日
〜
十
一
月

二
十
三
日

□�
�
�
�

寒
川
神
社
境
内

□	



寒
川
神
社
に
関
係
の
あ
る
未
発
表
の
作
品

□�
�


白
黒
・
カ
ラ
ー
…
四
ッ
切
ま
た
は
六
ッ

切

(

つ
な
ぎ
・
合
成
・
組
写
真
不
可)

□�
�
�
�

一
人
五
点
以
内

□�
�
�
�

平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
〜
十
月
三
十

一
日

(

郵
送
又
は
持
参)

□�

宮
司
賞･

金
賞･

銀
賞･

銅
賞

他
特
別

賞
多
数

□�
�
�

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
三
日

□�
�
�
�

平
成
二
十
三
年
十
一
月
上
旬(

入
賞
者

へ
直
接
通
知)

□�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
 
#
$
%
&
 
'
(
)
*

+
 
,
	
-
.
/
�
0
1
2

□�
�
�
�
3
4
5
6
7
8

寒
川
神
社
写
真
展
係
�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四

第43回写真展 神社本庁統理賞受賞作品 ｢宮入り｣

去
る
六
月
三
十
日
、
水
無
月

大
祓
式
並
茅
の
輪
神
事
が
約
千

名
の
氏
子
崇
敬
者
参
列
の
も
と

厳
粛
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

大
祓
は
、
古
く
は
奈
良
時
代

よ
り
始
ま
り
、
日
本
国
民
全
員

の
罪
穢
を
祓
い
除
く
た
め
に
行

わ
れ
た
国
家
の
祓
い
の
行
事
で

あ
り
、
現
在
も
全
国
の
神
社
で

執
行
さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
神

事
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

当
日
、
参
列
さ
れ
た
方
々
は

大
祓
詞
を
全
員
で
奏
上
し
た
後
、

人
形
に
罪
穢
を
移
し
、
心
身
共

に
祓
い
清
め
、
今
後
半
年
間
を

無
事
に
災
難
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
茅
の
輪
を
三
度
く
ぐ
り
、

参
拝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(完成予想図)
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(

順
不
同
・
敬
称
略)

二
十
万
円

波
立
ア
ヤ
子

相
模
原
市
中
央
区

十
五
万
円

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
宮
山

十
万
円

吉
田

道
子

寒
川
町
岡
田

〃

御

祖

講

寒
川
町
宮
山

〃

岩
�

金
壽

東
京
都
武
蔵
野
市

五
万
円

愛
児
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
沢
市
遠
藤

〃

寒
川
神
社
易
友
会

東
京
都
板
橋
区

〃

吉
田

林
子

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市

三
万
円

中
野
倉
庫
運
輸
㈱

東
京
都
江
東
区

〃

白
石

晶
子

東
京
都
練
馬
区

〃

入
江

一
成

兵
庫
県
高
砂
市

〃

岸
本

宗
久

兵
庫
県
加
古
川
市

〃

中
谷

啓
造

兵
庫
県
高
砂
市

〃

谷
口

友
隆

兵
庫
県
小
野
市

〃

杉
本
ル
ミ
子

兵
庫
県
高
砂
市

〃

岡
村
ま
き
よ

兵
庫
県
小
野
市

〃

大
窪

成
佳

兵
庫
県
明
石
市

〃

松
崎

恭
三

埼
玉
県
越
谷
市

〃

全
国
大
陶
器
市
振
興
会

山
口
県
宇
部
市

〃

岩
崎

利
之

伊
勢
原
市
沼
目

〃

種
市

良
弘

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

山
本

信
夫

兵
庫
県
加
古
川
市

二
万
円

㈲
劇
団
角
笛

東
京
都
練
馬
区

〃

紫

百
希

相
模
原
市
中
央
区

〃

ふ
じ
幼
稚
園

寒
川
町
大
曲

一
万
円

平
山

等

横
浜
市
神
奈
川
区

〃

井
上

和
子

東
京
都
目
黒
区

〃

鈴
木

と
せ

東
京
都
品
川
区

一
万
円

セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン
㈱
南
大
阪
工
場

大
阪
府
松
原
市

〃

出
羽
澤
岩
人

東
京
都
新
宿
区

〃

一
乘

正
彦

東
京
都
中
央
区

〃

亀
田

忠
博

横
浜
市
港
南
区

〃

井
野
川
雅
奈
子

横
浜
市
中
区

〃

酒
井

正
男

綾
瀬
市
小
園
南

〃

中
村

充
江

川
崎
市
宮
前
区

〃

東
野

富
司

千
葉
県
船
橋
市

〃

根
本

和
久

千
葉
県
佐
倉
市

〃

�
須

省
三

横
浜
市
泉
区

〃

米
山

正
子

東
京
都
町
田
市

〃

曽
我
谷
智
志

千
葉
県
千
葉
市

〃

石
黒

明

寒
川
町
宮
山

〃

㈱
西
谷
塗
工

愛
甲
郡
愛
川
町

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

小
林

文
夫

秦
野
市
千
村

〃

松
本

英
子

横
浜
市
青
葉
区

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

片
岡

一
夫

茅
ヶ
崎
市
今
宿

〃

筱
田

玲
子

東
京
都
東
久
留
米
市

〃

今
野

達
夫

東
京
都
大
田
区

〃

鈴
木

誠

東
京
都
立
川
市

〃

瀬
戸

稔
一

寒
川
町
一
之
宮

〃

廣
�

克
己

東
京
都
世
田
谷
区

〃

河
野

松
枝

茅
ヶ
崎
市
下
町
屋

〃

金
子

隆
俊

東
京
都
世
田
谷
区

〃

ふ
じ
幼
児
園

寒
川
町
大
曲

〃

隈
部

時
雄

東
京
都
渋
谷
区

〃

八
田

正
夫

東
京
都
大
田
区

去
る
六
月
二
十
八
日
、
御
本

殿
周
辺
整
備
事
業
・
二
の
鳥
居

改
修
等
、
当
神
社
の
境
内
整
備

事
業
に
携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る

㈱
竹
中
工
務
店
の
取
締
役
社
長

竹
中
統
一
氏
が
来
社
さ
れ
、
参

拝
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
正
式
参
拝
の
後
、

宮
司
と
面
談
さ
れ
、
神
嶽
山
神

苑
を
拝
観
、
現
在
老
朽
化
に
よ

り
改
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
太

鼓
橋
の
工
事
現
場
を
視
察
さ
れ

ま
し
た
。
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終
戦
の
日
で
あ
る
八
月
十
五
日

(

月)

正
午
よ
り
末
社
宮
山
神
社

境
内
に
建
つ
、
平
和
の
塔

｢

和
光｣

の
前
に
て
世
界
の
恒
久
平
和
を

切
に
願
い
、
平
和
祈
願
祭
を
執
行
し
ま
す
。

こ
の
祭
典
に
宮
山
在
住
の
皆
様
方
の
ご
参
列
を
頂
き
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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医
師

早
苗

努

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
七
月
一
日

看
護
師

堀
口

時
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

�

�
�





看
護
師

秋
澤

栄
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

�
�

�

�

�
�




用
務
員

早
野

新
一

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一
日

去
る
七
月
三
日
、
当
神
社
が

育
成
す
る
三
団
体
の
平
成
二
十

三
年
度
育
成
総
会
が
開
催
さ
れ
、

各
団
体
共
に
、
前
年
度
の
活
動

並
び
に
決
算
報
告
、
今
年
度
の

活
動
計
画
、
予
算
案
が
詳
細
に

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
団

委
員
の
改
選
が
な
さ
れ
、
育
成

会
か
ら
の
互
選
に
よ
り
新
メ
ン

バ
ー
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
が
所
属
す
る
、
神
社
ス
カ

ウ
ト
協
議
会
主
管
の
全
国
大
会

は
、
大
震
災
の
為
、
無
期
延
期

と
な
り
ま
し
た
が
、
次
年
度
の

実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

子
供
達
に
�
豊
か
な
心
・
生

き
る
力
�
を
育
ま
せ
る
よ
う
尚

一
層
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�
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冒
険
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
・

ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
で
は
、
夏
の
キ
ャ

ン
プ
に
向
け
ス
カ
ウ
ト
技
能
の

向
上
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

六
月
二
十
六
日
に
は
、
西
丹

沢
の
盟
主
檜

ひ
の
き

洞ぼ
ら

丸ま
る

(

標
高
一
六

〇
〇
ｍ)

登
山
に
挑
み
ま
し
た
。

目
的
は
各
個
人
の
体
力
調
査
と

登
山
に
お
け
る
注
意
点
を
事
細

か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
す
。

天
候
は
曇
り
、
霧
の
中
で
の
ハ

イ
ク
と
な
り
ま
し
た
が
、
ブ
ナ

の
森
独
特
の
雰
囲
気
の
中
を
、

登
り
三
時
間
四
十
五
分
、
下
り

二
時
間
五
十
分
の
タ
イ
ム
で
無

事
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。

七
月
十
日
に
は
、
相
模
川
で

投
網
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
事
前

に
皆
川
米
男
師
匠
の
教
え
を
頂

い
て
練
習
に
励
み
、
い
ざ
本
番

で
は
清
ら
か
な
流
れ
に
投
網
を

打
ち
、
鮎
を
は
じ
め
ハ
ゼ
・
ヤ

マ
ベ
・
ア
ユ
カ
ケ
・
ボ
ラ
な
ど

の
魚
を
一
網
打
尽
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ

で
も
昔
な
が
ら
の
こ
の
漁
法
を

活
用
し
食
材
の
調
達
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
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い
よ
い
よ
夏
キ
ャ
ン
プ
を
目

前
に
控
え
た
七
月
十
日
、
カ
ブ

隊
で
は
入
隊
式
を
行
な
い
、
三

名
の
仲
間
が
新
た
に
加
わ
り
、

隊
の
元
気
さ
が
増
し
ま
し
た
。

そ
し
て
七
月
二
十
二
・
二
十

三
日
と
、
一
泊
舎
営
と
水
泳
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
夏
キ
ャ
ン
プ
へ
向
け
て
の
大

切
な
事
前
訓
練
で
す
。

夕
食
で
は
、
み
ん
な
で
流
し

そ
う
め
ん
を
楽
し
み
、
寝
食
を

共
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
各
組

ご
と
の
ま
と
ま
り
を
深
め
る
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
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�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

外
科
・
消
化
器
科
医
長

原

正

４
月
か
ら
寒
川
病
院
外
科
・
消
化
器
科
に

常
勤
医
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
は
約
６
年
間
当
院

非
常
勤
と
し
て
週
１
回
主
に
内
視
鏡

(

胃
カ

メ
ラ)

を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。
出
身
・

卒
後
研
修
は
東
海
大
学
で
、
そ
の
後
消
化
器

外
科
学
教
室
に
所
属
し
ま
し
た
。
大
学
病
院

の
ほ
か
神
奈
川
県
内
の
関
連
病
院
や
、
太
田

市
、
熱
海
市
の
関
連
病
院
に
出
向
し
、
手
術

を
は
じ
め
消
化
器
病
の
診
療
全
般
に
わ
た
り

研
鑽
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
大
学
病
院

で
は
臨
床
・
研
究
と
も
に
消
化
器
病
の
中
で

も
食
道
の
病
気
を
中
心
に
携
わ
り
専
門
分
野

と
し
て
お
り
ま
し
た
。
寒
川
病
院
で
は
食
道

の
病
気
に
限
ら
ず
今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

消
化
器
病
に
関
し
幅
広
く
診
療
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。｢

最
近
お
腹
の
調
子

が
ス
ッ
キ
リ
し
な
い｣

と
い
う
方
は
是
非
ご

相
談
下
さ
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
専
門
と
し
て
お
り
ま
し
た

｢

食
道
の
病
気｣

に
つ
い
て
少
し
お
話
さ
せ

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。｢

食
道｣

と
い
っ

て
も
ほ
と
ん
ど
の
方
に
と
っ
て
あ
ま
り
馴
染

み
の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

１
、
２
年
ほ
ど
前
に
は
某
有
名
指
揮
者
や
有

名
歌
手
が
食
道
が
ん
の
治
療
を
受
け
た
こ
と

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

｢

胸
や
け｣

と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
医
療

で
い
う

｢

胸
や
け｣

は
食
道
の
病
気
で
起
こ

る
こ
と
が
多
い
症
状
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に

｢

食
道｣

は
と
て
も
身
近
な
臓
器
な
の
で

す
。
今
回
か
ら
数
回
に
分
け
て

｢

食
道｣

に

か
か
わ
る
病
気
に
つ
い
て
お
話
致
し
ま
す
。

�

�
�
�
�

�

ま
ず
は

｢

食
道｣

に
つ
い
て
簡
単
に
説
明

し
ま
す
。
食
道
は
の
ど

(

咽
頭)

と
胃
を
つ

な
ぐ
管
状
の
臓
器
で
成
人
男
性
で
は
長
さ
は

約
25
�
あ
り
ま
す
。
太
さ
は
拡
張
し
た
と
き

で
も
親
指
が
入
る
程
度
の
大
き
さ
で
す
。
内

側

(

食
物
が
通
る
側)

は
重
層
扁
平
上
皮
と

い
う
皮
膚
と
似
た
比
較
的
強
い
組
織
で
覆
わ

れ
て
い
て
、
形
を
残
し
た
ま
ま
の
食
物
が
通

過
し
て
も
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
背
骨

(

胸
椎)

の
左
斜
め
前
に
沿
っ
て
、

そ
し
て
大
動
脈
や
心
臓
の
近
く
を
通
っ
て
胃

に
向
か
っ
て
降
り
て
い
き
ま
す
。
途
中
で
３

箇
所
狭
く
な
っ
て
い
る
部
位
が
あ
り
一
般
的

に
食
物
が
詰
ま
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
口
側
か
ら
順
に

｢

咽
頭
と
の
境
界
部｣

、

｢

左
気
管
支
の
背
側｣

、
そ
し
て

｢

横
隔
膜
を

通
り
抜
け
る
部
位｣

で
こ
れ
ら
は

｢

生
理
的

狭
窄
部｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
食
道
は
消

化
管
の
一
つ
で
す
が
胃
や
腸
の
よ
う
に
体
内

で
活
発
に
働
い
て
い
る
臓
器
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
食
べ
た
も
の
を
消
化
も
吸
収
も
せ
ず
、

あ
る
い
は
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
わ
け
で
も

な
く
そ
の
名
の
と
お
り

｢

食
物｣

が
通
る
だ

け
の

｢

道｣

で
あ
り
、
検
診
の
バ
リ
ウ
ム
検

査
で
は
疎
か
に
さ
れ
が
ち
な
臓
器
な
の
で
す
。

し
か
し
、
食
道
の
病
気
に
は
良
性
・
悪
性
を

含
め
様
々
な
も
の
が
あ
り
、｢
が
ん｣

以
外

に
も
す
ぐ
に
治
療
し
な
い
と
命
に
関
わ
る
病

気
も
あ
る
の
で
す
。

紙
面
の
都
合
上
今
回
は

｢

食
道｣

に
つ
い
て
の
解

説
で
終
わ
り
に
さ
せ
て
頂

き
、
病
気
に
つ
い
て
の
お

話
は
次
回
以
降
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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届
け
鈴
の
音

ガ
ン
バ
レ！

東
北

幕
を
掲
げ
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

素
麺
は
細
く
長
い
処
か
ら
長

寿
を
象
徴
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

茹
で
る
際
、
び
っ
く
り
水
を

入
れ
る
所
作
に
は
賛
否
両
論
あ

り
結
論
は
出
て
い
な
い
。

皆
様
の
ご
家
庭
は
ど
っ
ち
？

(

尚)

窓
の
外
小
鳥
な
き
お
り
裏
山
よ
り
一
際
高
く
小
紋
鶏
が
呼
ぶ

三
留
と
く
子

田
植
え
終
え
水
田
の
中
得
意
気
に
這
う
よ
う
に
泳
ぐ
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

浜
田

寿
子

ほ
ろ
苦
き
蕗
を
煮
る
音
聞
こ
え
て
く
亡
き
母
想
い
台
所
に
立
つ

山
口

幸
子

百
五
十
段
登
り
つ
め
た
る
円
覚
寺
茶
店
に
啜
る
甘
酒
美
味
し

山
根
喜
美
代

今
思
う

首
相
の
ポ
ス
ト
菅
さ
ん
に
は
重
す
ぎ
た
の
か
器
に
あ
ら
ず
か

安
藤

慧

節
電
に
ゴ
ー
ヤ
朝
顔
種
を
ま
き
み
ど
り
の
日
除
け
で
暑
さ
の
り
切
る

川
島
惠
美
子

｢

庭
の
花
よ｣

こ
れ
が
見
舞
と
笑
む
友
の
梅
花
空
木
の
清
ら
か
な
日

�
田
マ
ツ
子

夕
や
み
が
そ
こ
だ
け
忘
れ
ほ
ん
の
り
と
明
る
さ
殘
す
柿
若
葉
か
な

天
利

春
枝

雨
や
み
て
青
葉
を
ゆ
ら
す
初
夏
の
風
肌
に
や
さ
し
く
さ
や
り
て
過
ぎ
ぬ

岡
元

芳
子

東
電
の
グ
レ
イ
の
ト
ラ
ッ
ク
通
り
ゆ
く
い
か
な
る
視
線
浴
び
来
し
な
ら
む

堀
江

照
子

親
し
み
て
逝
か
せ
し
女ひ
と

の
夢
を
み
ぬ
香
を
手
向
け
て
心
経
を
誦
す

宇
田
川
時
子

真
白
な
ア
ジ
サ
イ
の
花
に
梅
雨
の
雨
ふ
り
そ
そ
ぎ
お
り
絵
手
紙
書
か
む

土
屋
ト
ミ
子

三
カ
月
経
っ
て
も
瓦
礫
片
づ
か
ず
佇
む
農
夫
に
心
の
痛
む

亀
山

文
子

大
振
り
の
硯
に
清
ら
な
水
満
た
し
最
初
の
一
す
り
墨
は
香
に
立
つ

杉
本

照
世

昼
寝
よ
り
覚
め
て
此
の
世
で
あ
り
に
け
り

芹
沢

徳
光

梅
干
し
て
家
の
中
ま
で
梅
の
風

金
子

つ
ぢ

余
り
苗
箱
の
形
に
捨
て
ら
れ
て

菅
沼

保
幸

一
山
を
神
と
し
茶
屋
の
冷
奴

金
指

月
光

�
ぎ
お
し
み
し
て
い
た
西
瓜
盗
ま
れ
り

根
岸

君
子

風
鈴
の
風
に
一
句
が
揺
れ
て
を
り

倉
谷

節
子

早
ば
や
と
届
く
夕
刊
大
西
日

飛
石

槿
花

名
人
も
天
狗
も
無
口
鮎
の
川

松
本
美
智
子

口
だ
け
が
笑
っ
て
居
た
り
サ
ン
グ
ラ
ス

皆
川
志
ん
ご

吊
り
橋
の
大
き
く
揺
れ
て
青
嵐

菅
沼
う
め
の

端
居
し
て
松
籟
を
聞
く
長
廊
下

四
ッ
車
梢
月

幸
せ
の
手
足
伸
ば
す
や
昼
寝
覚

宮
入

つ
る

昼
寝
覚
む
い
つ
か
夫
の
衣
か
け
て
あ
り

露
木
て
る
子

波
し
ず
か
帰
ら
ぬ
人
の
星
月
夜

瀧
井
ど
ん
舟

風
鈴
の
と
き
お
り
鳴
り
ぬ
月
の
暈か

さ

山
本

朝
子

江
の
島
の
海
女
お
化
粧
を
し
て
を
り
ぬ

岡
田
風
呂
釜

大
の
字
に
手
足
伸
ば
し
て
み
な
昼
寝

岩
田
美
代
子

松
籟
を
う
つ
つ
に
聞
く
や
大
昼
寝

相
原

白
蕗

手
に
蛍
生
き
る
証
の
灯
を
と
も
す

原
野

楽
天

三
尺
寝
ラ
ジ
オ
の
流
す
節
電
量

千
葉

静
香

ビ
ル
の
谷
間
老
舗
三
代
青
簾

伊
藤

公
一


